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(百万円未満切捨て)

１．平成27年12月期第２四半期の連結業績（平成27年１月１日～平成27年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第２四半期 2,347 21.1 284 74.3 290 65.8 201 34.3

26年12月期第２四半期 1,938 10.3 163 4.3 175 △7.3 150 14.0

(注) 包括利益 27年12月期第２四半期 240 百万円 ( 74.5％) 26年12月期第２四半期 137 百万円 ( △19.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年12月期第２四半期 19.08 －

26年12月期第２四半期 13.59 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年12月期第２四半期 4,277 2,484 56.8

26年12月期 4,446 2,641 58.4

(参考) 自己資本 27年12月期第２四半期 2,428 百万円 26年12月期 2,597 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 － 0.00 － 7.00 7.00

27年12月期 － 0.00

27年12月期(予想) － 7.00 7.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年12月期の連結業績予想（平成27年１月１日～平成27年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,100 1.3 300 7.7 320 5.0 270 △13.3 25.59
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 － 社 (社名) － 、除外 － 社 (社名) －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年12月期２Ｑ 11,982,579株 26年12月期 11,982,579株

② 期末自己株式数 27年12月期２Ｑ 1,448,750株 26年12月期 937,250株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期２Ｑ 10,563,702株 26年12月期２Ｑ 11,045,329株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点

において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続きは終了しております。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安進行および原油安を受けて企業業績が好調に推移し、大企業

を中心に企業の景況感が回復いたしました。企業の設備投資意欲の拡大に加え、雇用・所得環境の改善、海外からの旅

行客の増加により消費が持ち直しており、内需の回復傾向が明確となりました。

　世界経済においては、米国で個人消費に復調がみられるなど堅調に推移しましたが、インドネシア、マレーシア等の

アジア新興国では、価格が低迷している原油・石油製品を中心に輸出が減少し、成長ペースに鈍化がみられました。ま

た、ギリシャ情勢や中国経済の動向等、世界経済への影響が懸念される多くの不安定要素を抱えており、予断を許さな

い状況となっております。

　当社の主要顧客である金型関連業においては、設備投資の指標となる工作機械受注統計（日本工作機械工業会）によ

れば、内需・外需ともに伸長し、当第２四半期連結累計期間の工作機械受注総額は前年同期比で約16％増、うち金型向

けも約35%増と、好調に推移いたしました。

　このような状況の下、当社グループは、国内外において販社または工作機械等生産財メーカーと共催のイベントに出

展および主力製品である金型用CAD/CAMシステムの他社製品からの移行提案等、新規案件獲得に向けた活動を積極的に行

ってまいりました。また製品開発につきましては、金型用２次元・３次元融合CAD/CAMシステム「EXCESS-HYBRID」にお

いて、リニューアル版（年内リリース開始予定）の開発を進めてまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高23億47百万円（前年同四半期比

21.1％増）、営業利益は２億84百万円（前年同四半期比74.3％増）、経常利益は２億90百万円（前年同四半期比65.8％

増）、四半期純利益は２億１百万円（前年同四半期比34.3％増）となりました。

　セグメント別の業績は以下のとおりであります。

　（CAD/CAMシステム等事業）

　国内では、主として自動車関連業の需要が堅調に推移したことにより、特に中・西日本地域を中心にCAD/CAMシステム

売上を伸ばしたほか、OEM製品等による売上も増加いたしました。また海外では、韓国において市況悪化等の影響を受

け、販売が低調に推移した一方で、タイ・インドネシアでは販売体制の強化、アセアン地域における販売網の拡大等、

海外事業基盤の強化に取り組み、前年同期と比較して増収増益となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間におけるCAD/CAMシステム等事業の売上高は、18億53百万円（前年同四半期

比6.0％増）、セグメント利益は２億19百万円（前年同四半期比28.0％増）となりました。

　（金型製造事業）

　北米で展開している金型製造事業においては、当第２四半期連結累計期間は平成26年度下半期の受注案件が売上に大

きく貢献し、前年同期と比較して増収増益となりました。また、今期は金型の一部内製強化のため、人員の補強を行い

ました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間における金型製造事業の売上高は、４億93百万円（前年同四半期比159.3％

増）、セグメント利益は64百万円（前年同四半期は８百万円の損失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　 ① 資産、負債及び純資産の状況

　（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して１億69百万円減少し、42億77百万円と

なりました。主な増加要因は受取手形及び売掛金38百万円、主な減少要因は現金及び預金５億60百万円であります。

　（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比較して11百万円減少し、17億93百万円となりま

した。主な増加要因は未払法人税等27百万円、主な減少要因は買掛金30百万円および前受金22百万円であります。

　（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して１億57百万円減少し、24億84百万円と

なりました。主な増加要因は四半期純利益の計上による利益剰余金の増加２億１百万円、主な減少要因は自己株式の取

得３億３百万円および配当金の支払いによる利益剰余金の減少77百万円であります。

　 ② キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前第２四半期連結累計期間末と比較し

て４億89百万円減少し、13億51百万円となりました。なお、前連結会計年度末と比較して５億68百万円減少しておりま

す。

　

　当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金は96百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は２億57百万

円の増加）となり、前年同四半期連結累計期間と比較して３億54百万円の減少となりました。

　主な増加要因は税金等調整前四半期純利益２億90百万円（前年同四半期連結累計期間は１億76百万円）、主な減少要因

はその他４億29百万円（前年同四半期連結累計期間は２百万円の収入）によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金は74百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は77百万円の

減少）となり、前年同四半期連結累計期間と比較して２百万円の増加となりました。

　主な減少要因は有形固定資産の取得による支出12百万円（前年同四半期連結累計期間は11百万円の支出）、無形固定資

産の取得による支出22百万円（前年同四半期連結累計期間は26百万円の支出）および保険積立金の積立による支出37百

万円（前年同四半期連結累計期間は37百万円の支出）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金は３億97百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は１億３

百万円の減少）となり、前年同四半期連結累計期間と比較して２億93百万円の減少となりました。

　主な減少要因は自己株式の取得による支出３億３百万円および配当金の支払いによる支出93百万円（前年同四半期連

結累計期間は88百万円の支出）によるものであります。

決算短信 （宝印刷）  2015年08月07日 15時44分 5ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ(6633) 平成27年12月期 第２四半期決算短信

－ 4 －

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、CAD/CAMシステム等事業、金型製造事業ともに、好調

に推移し、通期連結業績予想に対する進捗率は、営業利益では95％、経常利益では91％と、高いものになっております。

　これは、自動車産業を中心に国内外で製造業が活発化している中、金型用CAD/CAMシステムの販売が伸長したことに加

え、金型製造事業において第３四半期以降に予定していた複数の納品が、第２四半期に集中したことによるものです。

　このような状況下、金型製造事業において、上半期に売上がシフトした反動から、足元の受注動向は低調に推移して

おります。またCAD/CAMシステム等事業において、研究開発費用の追加発生が利益を圧迫する可能性があるため、それら

を踏まえ当期の業績見通しを慎重に検討した結果、現時点での通期連結業績予想の修正は見送ることといたしました。

今後通期連結業績予想の見通しがより明確になった時点で、修正が必要となった場合は、すみやかに開示させていただ

きます。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,023,006 1,462,375

受取手形及び売掛金 764,755 803,739

たな卸資産 109,153 20,791

その他 246,039 640,089

貸倒引当金 △2,265 △7,222

流動資産合計 3,140,690 2,919,772

固定資産

有形固定資産 249,016 241,046

無形固定資産 10,637 23,594

投資その他の資産

投資有価証券 121,463 132,806

投資不動産（純額） 432,093 426,875

その他 521,780 558,606

貸倒引当金 △28,725 △25,099

投資その他の資産合計 1,046,611 1,093,188

固定資産合計 1,306,265 1,357,830

資産合計 4,446,955 4,277,603

負債の部

流動負債

買掛金 115,607 85,082

未払法人税等 30,793 58,475

前受金 652,919 630,078

その他 216,340 180,530

流動負債合計 1,015,660 954,166

固定負債

役員退職慰労引当金 112,826 118,289

退職給付に係る負債 574,611 609,103

その他 102,114 111,692

固定負債合計 789,552 839,085

負債合計 1,805,213 1,793,251

決算短信 （宝印刷）  2015年08月07日 15時44分 8ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ(6633) 平成27年12月期 第２四半期決算短信

－ 7 －

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 546,464 546,464

利益剰余金 1,726,550 1,850,827

自己株式 △209,146 △512,482

株主資本合計 2,563,868 2,384,809

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,944 7,822

為替換算調整勘定 35,178 36,000

その他の包括利益累計額合計 33,234 43,822

少数株主持分 44,639 55,719

純資産合計 2,641,742 2,484,351

負債純資産合計 4,446,955 4,277,603
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 1,938,537 2,347,135

売上原価 742,270 925,516

売上総利益 1,196,267 1,421,619

販売費及び一般管理費 1,033,099 1,137,226

営業利益 163,167 284,392

営業外収益

受取利息 962 712

受取配当金 171 2,030

不動産賃貸料 40,715 40,967

貸倒引当金戻入額 1,996 -

その他 4,555 7,026

営業外収益合計 48,400 50,737

営業外費用

支払利息 216 200

不動産賃貸費用 35,918 37,705

その他 90 6,427

営業外費用合計 36,225 44,332

経常利益 175,342 290,796

特別利益

固定資産売却益 641 -

会員権売却益 66 -

特別利益合計 708 -

特別損失

固定資産除却損 40 -

特別損失合計 40 -

税金等調整前四半期純利益 176,010 290,796

法人税、住民税及び事業税 29,092 56,481

法人税等調整額 △496 4,909

法人税等合計 28,596 61,390

少数株主損益調整前四半期純利益 147,414 229,406

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,699 27,811

四半期純利益 150,114 201,594
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 147,414 229,406

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,390 9,766

為替換算調整勘定 △8,246 1,283

その他の包括利益合計 △9,637 11,049

四半期包括利益 137,776 240,455

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 141,233 212,181

少数株主に係る四半期包括利益 △3,456 28,273

決算短信 （宝印刷）  2015年08月07日 15時44分 11ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ(6633) 平成27年12月期 第２四半期決算短信

－ 10 －

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 176,010 290,796

減価償却費 57,349 31,201

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,351 1,331

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,260 -

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,018 5,462

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 34,512

受取利息及び受取配当金 △1,133 △2,742

支払利息 216 200

受取賃貸料 △40,715 △40,967

会員権売却損益（△は益） △66 -

その他の営業外損益（△は益） 30,404 32,487

固定資産除売却損益（△は益） △601 -

売上債権の増減額（△は増加） △40,039 △33,929

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,271 89,664

仕入債務の増減額（△は減少） △9,779 △30,278

前受金の増減額（△は減少） 119,770 △18,479

未払金の増減額（△は減少） △6,798 △10,835

その他 2,009 △429,128

小計 291,283 △80,705

利息及び配当金の受取額 1,135 2,743

利息の支払額 △204 △200

賃貸料の受取額 40,789 40,967

法人税等の支払額 △44,865 △26,949

その他 △30,487 △32,595

営業活動によるキャッシュ・フロー 257,649 △96,741
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △81,243 △86,979

定期預金の払戻による収入 93,243 78,119

有形固定資産の取得による支出 △11,634 △12,339

有形固定資産の売却による収入 641 4,591

無形固定資産の取得による支出 △26,188 △22,187

子会社株式の取得による支出 △17,969 -

敷金及び保証金の差入による支出 △1,076 △473

敷金及び保証金の回収による収入 3,467 2,008

保険積立金の積立による支出 △37,232 △37,654

会員権の取得による支出 △150 -

会員権の売却による収入 700 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △77,443 △74,913

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △11,480 -

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△3,886 △483

自己株式の取得による支出 - △303,335

配当金の支払額 △75,651 △76,249

少数株主への配当金の支払額 △12,862 △17,193

財務活動によるキャッシュ・フロー △103,880 △397,262

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,451 300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 70,873 △568,616

現金及び現金同等物の期首残高 1,769,530 1,919,784

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,840,403 1,351,168
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年12月26日開催の取締役会決議および平成27年２月24日開催の取締役会決議に基づき、自己株式

の取得を行いました。この結果、自己株式は当第２四半期連結累計期間において303,335千円増加し、当第２四半期

連結会計期間末において自己株式が512,482千円となっております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
CAD/CAM

システム等事業
金型製造事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,748,063 190,474 1,938,537 ― 1,938,537

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,748,063 190,474 1,938,537 ― 1,938,537

セグメント利益又は損失（△） 171,632 △8,464 163,167 ― 163,167

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
CAD/CAM

システム等事業
金型製造事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,853,210 493,925 2,347,135 ― 2,347,135

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,853,210 493,925 2,347,135 ― 2,347,135

セグメント利益 219,659 64,733 284,392 ― 284,392
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、平成27年２月24日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定による当社定款の定めに基づ

き、自己株式の取得に係る事項を決議し、自己株式を以下のとおり取得いたしました。

平成27年２月24日開催の取締役会決議に基づくもの

１．自己株式取得に関する取締役会の決議内容

（１）取得の目的

1 株当たりの株主価値および資本収益性の向上、さらに経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を可能と

するためであります。

（２）取得する株式の種類

　当社普通株式

（３）取得する株式の総数

　900,000株（上限）

（４）取得価額の総額

　400,000千円（上限）

（５）取得期間

　平成27年３月２日～平成27年８月31日

（６）取得の方法

　東京証券取引所における市場買付け

２．その他

　上記、市場買付けの結果、平成27年７月１日から平成27年８月７日までの間に、当社普通株式607,000株（取得

価額326,366千円）を取得いたしました。
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